
 

高崎学Ⅱ 
高崎のなりたちとその正体 

１９００（明治３３）年の市制施行で「高崎市」が

誕生してから１２０年。平成合併で新しくなった「新

高崎市」はさまざまな歴史がある地域性豊かな都市

となりました。 

 高崎の魅力を再発見するため、歴史・文化・自然・

産業などをまとめた「高崎学Ⅰ」の発刊から 2年。

待望の続編ができました。「高崎学Ⅱ」ではさらに

掘り下げ、いろいろな視点から「新高崎市」をとら

え、わかりやすく記述しています。 

 住んでいる人、住んでいた人、高崎に興味がある

人。いろいろな人にお勧めしたい本です。 

 

A5 判／カラー１６５頁

価格５００円（税込）

第 1章 どちらを向いても山・山・山 
1 高崎の自然 山・川・平野 

2 高崎の山々 

3 観音山 

4 高崎と水 

5 古代人のラブソング 

第 2章 高崎の石材と利用の歴史 
1 主な石材採石 

2 採石と利用 

3 「世界の記憶」上野三碑の石材採石地 

第 3章 朝鮮半島との交流と古代高崎 
1 海を越えた古代豪族 

2 対外交流の証拠 

3 渡来人の存在意義 

4 高崎のベーシックは古代から 

第 4章 高崎の原点 箕輪のまちづくり 
1 関東随一の巨大城下町 

2 箕輪城の城づくり 

3 箕輪城下町の成り立ち 

第 5章 高崎を築いた街道 
1 首都と繋いだ古の道 

2 高崎を通る街道 

3 中山道の三つの宿場 

4 脇往還の三つの宿場 

第 6章 寺子屋と筆子塚 
1 江戸時代の庶民教育 

2 寺子屋の教育 

3 筆子塚が伝える師匠 

第 7章 観音山の公園化と白衣大観音 
1 高崎観光の目玉に 

2 観音山に子どもたちの歓声響く 

第 8章 ビジネス都市高崎と交通拠点性 
1 高度経済成長と産業の進展 

2 交通網の整備「高前バイパス」 

3 路線バスと国鉄・私鉄 

4 新幹線と高速道路 

5 中心市街地の発展と再開発 

第 9章 全国に誇る市民文化「音楽のあるまち」 
1 群馬交響楽団の設立 

2 群馬音楽センターの建設 

3 音楽は高崎の都市文化 

第 10 章 そして一つになった 
1 地域の発展を求めてひとつに 

2 各地域のなりたち 

3 高崎市の平成大合併のあゆみ 

高崎の文化人 
高崎の精神と文化 輝きを放つ功績 

■目次 

高崎市有償刊行物 発刊のお知らせ 

この本の特長 

● 25のコラムと135問の

クイズ 
 

●写真や図表を使って 

分かりやすく説明 
 

●章ごとに完結している

ので、どこから読んでも

OK 

２０２０年 
５月２０日 
発売（予定） 


